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②ガバナー協議会事務局運営委員会議事録（06/09開催） 
③336 複合地区アラート委員会活動規定（案）06/14現在最新版 
④モントリオール国際大会「336の夕べ」式次第（案） 
⑤第 11回ライオン誌委員会報告書（06/07開催） 
⑥2021-2022年度 ＭＤ336 渡部雅文 国際理事支援委員会組織表 
⑦一般財団法人 日本ライオンズ フットサル事業について 

ライオンズクラブ国際協会 
2021-2022年度 
336 複合地区 
第 5 回ガバナー協議会 
複合地区役員連絡会議 

開催日：2022年 6月 16日（木） 
ガバナー協議会 
役員連絡会議 

場 所：ホテルセンチュリー21広島 
    〒732-0824 広島市南区的場町 1-1-25 
    TEL 082-263-3111 
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報告事項（当日資料）                 

 
2021-2022年度 336複合地区 渡部雅文 国際理事支援委員会について 
 
※2021-2022年度 委員会組織の再編成について ................................... 当日資料にて組織表追加 

 
事務局運営委員会議事録（2022/06/09開催） ........................................ 当日資料にて議事録追加 

 
フットサル事業について 
一般財団法人 日本ライオンズ 主催フットサル事業について動員のお願い 
大会概要（中国地区大会・四国地区大会）................................................... 当日資料にて概要追加 
 
準地区における組織化について 
 
 
 
 
 
資料訂正（恐れ入りますお手元の資料を訂正ください）                 

                
 
○2021－2022年度 第 5回 ガバナー協議会・複合地区役員連絡会議 出欠表内 
 
次期議長予定者 ⇒ 次期議長 
第一副地区ガバナー ⇒ ガバナーエレクト 
第二副地区ガバナー ⇒ 次期第一副地区ガバナー 
スペシャルティクラブ・FWT ⇒ SCP・FWT 
 
誤記につきまして大変失礼をいたしました。 
 
 
ライオン誌日本語版委員会 玉浦 巖委員が急遽欠席となりました 
 
 
 
○報告事項 6（資料：P30内） 
・OSEALフォーラム開催日 
    本部ホテル：ロッテホテル済州 
    日程：（変更前）2022年 11月 27日から 30日➡（変更後）：11月 24日から 27日 
 
オセアル調整事務局より連絡が入りましたので修正お願いいたします 

報告事項 3 
件名：協議会議長 福永 栄一 

報告事項 9 
336複合地区ガバナー協議会 事務局運営委員会 森田 安芸彦 

報告事項 15その他 
一般財団法人 日本ライオンズ  福永 栄一 



 
2022～2023年度 336複合地区ガバナー協議会・各委員会/LCIF/GAT 

日本ライオンズ等 役員一覧表(案)   ※2022/6/13現在  

 

 
第一副地区ガバナー 第二副地区ガバナー 

山﨑 勝彦 
A・高知 

藤井 信英 
B・岡山みらい 

三口 巖 
C・宮島口 

山崎 もとみ 
D・大田 

石井 淑雄 
A・坂出白峰 

上原 正樹 
B・岡山西 

鳴戸 大二 
C・広島鯉城 

神田 義満 
D・防府  

国際理事会 
元国際理事／ガバナー協議会顧問  一般財団法人日本ライオンズ 

理事会 
理事 

渡部 雅文 
B・倉敷西 

谷野 徹 
D・下関西 

藤井 基博 
C・福山東 

名越 勉 
B・倉吉 

福永 栄一 
C・広島ニュー  

一般社団法人 
日本ライオンズ 
理事会／委員会 

執行理事 〇〇〇〇 ※役職未定 
PRマーケティング委員会（ライオン誌日本語版委員会）副委員長 

理事 
SON・渉外・一般・PRマーケティング・デジタル化委員会 委員長 

ライオンズクエスト･薬物乱用防止委員会 委員長 
池原 堅 
C・福山久松 

福永 栄一 
C・広島ニュー 

監事 監査 ライオン誌 
日本語版委員会 委員 

会則委員会 
委員 国際大会委員会 委員 国際理事候補者 

推薦委員会 委員 
YCE委員会 
委員 

岡村 聖爾 
D・下関北 

寺越 愼一 
C・広島平和 

玉浦 巖 
C・三原浮城 

岡村 聖爾 
D・下関北 

福代 明正 
D・出雲中央 

金礪 毅 
B・岡山京山 

高橋 淳 
C・広島デルタ 

LQ･薬物乱用防止 
委員会 委員 

アラート委員会 
西日本統括リーダー MD336 班長 MD336副班長 

藤井 信英 
B・岡山みらい 

藤井 信英 
B・岡山みらい 

畑中 隆之 
B・岡山みらい 

田中 元 
A・高松空港 

井上 哲孝 
B・岡山みらい 

廿日出 一晴 
C・呉安浦 

吉村 あとむ 
D・安来 

 

ガバナー協議会 
緊急援助資金委員会兼務 

議長 副議長 副議長 幹事 会計 
池原 堅 
C・福山久松 

市村 通夫 
A・鴨島 

西尾 愼一 
B・鳥取 

中島 繁 
D・宇部かたばみ 

弓場 秀俊 
C・三原 

事務局運営委員会 
委員長 委員(キャビネット幹事) 

水野 勝則 
C・福山久松 

後藤田 邦裕 
A・鴨島 

池田 康利 
B・鳥取いなば 

山﨑 勉 
D・宇部かたばみ 

吉井 秀幸 
C・三原 

［ 各チーム･委員会 ］ 
複合地区役員 準地区役員 

担当ガバナー 
世話人 

MD委員長 
MDコーディネーター 

MD副委員長 
MD副コーディネーター 

GMA=ガバナー／委員=準地区委員長／LCIF＆GAT=準地区コーディネーター 
A地区 B地区 C地区 D地区 

LCIF 市村 通夫 
A・鴨島 

高岡 英治 
A・松山湯築 

平山 智雄 
B・津山鶴山 

市村 通夫 
鴨島 

西尾 愼一 
鳥取 

弓場 秀俊 
三原 

中島 繁 
宇部かたばみ 

GMA 真鍋 隆 
A・こんぴら 

真鍋 隆 
A・こんぴら ― 市村 通夫 

鴨島 
西尾 愼一 

鳥取 
弓場 秀俊 

三原 
中島 繁 
宇部かたばみ 

GAT 

GMT 西尾 愼一 
B・鳥取 

真鍋 隆 
A・こんぴら 

山﨑 勝彦 
藤井 信英 
三口  巖 
山崎もとみ 

A･高知 
B･岡山みらい 
C･宮島口 
D･大田 

真鍋 隆 
こんぴら 

難波 進 
岡山あげは 

髙田 信吾 
福山葦陽 

岡田 和好 
長門 

GLT 弓場 秀俊 
C・三原 

三島 英揮 
C・福山東 

石井 淑雄 
上原 正樹 
鳴戸 大二
神田 義満 

A･坂出白峰 
B･岡山西 
C･広島鯉城 
D･防府 

橋本 充好 
高知柏 

高尾 佳孝 
境港 

九十九 誠 
尾道瑠璃 

椎木 一三 
徳山 

GST 中島 繁 
D・宇部かたばみ 

澤 辰水 
D・下関 

占部 智之 
C・福山松永 

酒井 公一 
高知りょうま 

岡嶋 正和 
岡山あげは 

村上 進 
尾道 

金田 寛治 
岩国錦 

SCP 
FWT 

市村 通夫 
A・鴨島 

鵜飼 惠美 
C・広島紅葉 

片山 敏子 
C・三原久井 

山本 久美子 
徳島藍 

斎藤 由香 
岡山みらい 

片山 敏子 
三原久井 

佐々木 歌子 
新南陽若山 

会則および付則･ 
運営マニュアル編集 

藤本 幸嗣 
D・岩国桜 

岡村 聖爾 
D・下関北 

大谷 博 
B・岡山 

一宮 昭夫 
北島 

榎本 明 
総社雪舟 

伊藤 哲哉 
広島西北 

大木 寿之 
松江葵 

IT･M･ライオンズ情報 長尾 和彦 
A・高松源平 濱本 義樹 

C・尾道向島 
泉 清博 
A・高知中央 

十川  剛 
三豊 

住吉 孝文 
玉野 

宮本 浩二 
広島西北 

廣畑 雅弘 
萩 事務局サポート 大木 寿之 

D・松江葵 

アラート 
実動 西尾 愼一 

B・鳥取 
高岡 英治 
A・松山湯築 

藤井 信英 
B・岡山みらい 

出射 隆文 
高松フェニックス 

井上 哲孝 
岡山みらい 

廿日出 一晴 
呉安浦 

吉村 あとむ 
安来 

運営 小野 宗次 
B・倉敷真備 

橋本 孝志 
高知よさこい 

眞治 憲之 
倉敷天領 

徳毛 直文 
福山北 

青谷 和彦 
宇部かたばみ 

YCE･国際関係･レオ 西尾 愼一 
B・鳥取 

高橋 淳 
C・広島デルタ 

蔵本 守雄 
A・高松源平 

川田 博文 
高松葵 

江原 忍 
鳥取中央 

藤井 一仁 
福山南 

今川 和男 
佐田 

ライオンズクエスト 弓場 秀俊 
C・三原 

三口 巖 
C・宮島口 

大野 美雄 
D・松江 

山畠 まゆみ 
徳島藍 

江原 忍 
鳥取中央 

御藤 良基 
尾道 

冨田 克敏 
平生 

青少年･環境保全･保健福祉 
(献血･献眼･視聴覚･薬物乱用) 

中島 繁 
D・宇部かたばみ 

藤井 信英 
B・岡山みらい 

田中 秀幸 
D・下関 

豊岡 隆司 
徳島城山 

岡嶋 正和 
岡山あげは 

森末 善彦 
三良坂 貞金 宗憲 

下関西 川本 博 
東広島黒瀬 

長期計画 酒井 公一 
A・高知りょうま 

金礪 毅 
B・岡山京山 

占部 裕 
C・福山ピース 

春木 扶佐子 
鳴門 

前原 りつこ 
岡山ハーモニー 

堀 葉子 
広島中央 

山崎 もとみ 
D・大田 

横山 伸也 
松山金亀 

四木 秀章 
岡山せとうち 

夜船 博 
三原浮城 

矢田 二三夫 
出雲中央 

石川 裕之 
三豊 

渋江 基史 
岡山 

三谷 哲也 
福山シティ 

福田 幸博 
下関響灘  

複合地区監査 川辺 信郎 
A・徳島城山 

松本 正福 
B・境港 

岡村 聖爾 
D・下関北 

第69回年次大会 
委員長 

髙田 健司 
C・福山葦陽 

LCIF副エリアリーダー
336･337担当 

橋本 充好 
A・高知柏 
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会議事項          336 複合地区 事務局運営委員会 議事録 
 

第 2回事務局運営委員会議事録 
  日時 2022年 6月 9日（木） 
時間 14：30～16：30 

  場所 岡山シティホテル 桑田町 
 

出席者 
出席者：次期協議会議長 池原  堅 
運営委員会：Ａ地区幹事 長尾 和彦 
      Ｂ地区幹事 山田 隆嗣 
      Ｃ地区幹事 高東 信男 
      Ｄ地区幹事 山崎 敏弘 欠席 
次期事務局運営委員長 水野 勝則 

事務局長 高杉 貴恵 
進行：事務局運営委員長 森田安芸彦 

 
委員長挨拶：本年度の委員会での取り組みと、成果について報告を行う 
 
次期議長挨拶：労をねぎらう言葉をいただき、良い点は次年度に引継ぎ取り組んでいきたい 

        旨のご挨拶をいただく 
 

 議題.年次大会における運営委員会企画について 
   年次大会開催における問題点についての報告および説明と対処について、次年度の年次

大会委員会へと引き継ぎ 
 
議題.複合事務局について 
   残業の軽減や議事録の作成についての取り組みについての現状報告を行う 
   特に業務に支障をきたしている、各種議事録について詳細を報告させていただく 
   また事務局員の会議出席や出席回答の期限厳守についても今後の課題とする 
   その他問題点や今後の改善策について、次期を含め話し合いを行う 
 
議題. 本年度における問題点と改善策 
   本年度、会議における準備や運営上の取り組みなどの検証をおこないました。スムーズ

な会議への取り組み準備をご報告し、良い点は次年度取り組んでいただくよう申し送り
を行う 

 
議題.本年度の反省点 
   各委員からの一年間を通しての反省点の報告をいただく 
 
議題.次年度への引き継ぎおよび申し送り 
   上記議題に対しその都度議題に対し引継ぎ、次年度への事務局運営委員会としての発展

につなげスムーズな運営に取り組めるよう申し送りを行う 
 

 
以上の議題について検証・話し合いを行い次期に可能な限り取り組んでいただく旨を約 2時間

の会議にて有意義に進めさせていただきました。 
年度末の単年委員会につき、決議などはございません（次年度委員会へ） 

以 上 
文責 事務局運営委員長 森田安芸彦 



1 
 

2022/6/14現在 
 

ライオンズクラブ国際協会  
336複合地区アラート委員会活動規定（案） 

 
▢活動理念 ▢組織体制 ▢活動規定 ▢啓発活動 ▢緊急援助資金 

 
 

▢活動理念 
 

・ライオンズクラブが掲げる 「We serve 我々は奉仕する」のモットーを基に、自然災害に
おける日本国内（地区内外）に対し人道支援を目的に活動する。 

・被災地ファーストを守り「すべては被災地・被災者の為に」を念頭において行動する。 

・被災準地区で取り決めされた災害支援受援プランに基づき後方支援を行う。 

・各準地区に対し県社会福祉協議会や支援団体との締結を促進させる。 

・各準地区に対し複合地区が行うべき啓発活動を行い日頃からの「備え」を行う。 

・準地区のアラート規定の指針となる様、委員会の活性化を図る。  
 
 

▢組織体制 
 

第一項 役職名称・定数 

336複合地区におけるアラート委員会組織に関して下記の通りの役職名称と人員を定める。 

委員長    １名 

副委員長  ２名 

実動委員  ４名 

運営委員  ４名  

 

第二項 職務と任期 

❖委員長  

１）一社）日本ライオンズアラート委員会複合地区アラート委員を兼務するのが望ましい。 

２）被災地区の支援レベル判定に応じて複合地区後方支援対策本部の責任者を担う。 

３）災害レベル判定に応じて一社）日本ライオンズアラート委員会への後方支援を要請。 
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４）一社）日本ライオンズアラート委員会での決定事項や最新の情報等を準地区に伝え、一
社）日本ライオンズアラート委員会とのパイプ役を担う。 

５）任期は上限３年とし再任は妨げない。 

６）複合地区内においてのアラート委員会活動の啓発事業としてフォーラム・セミナーを開
催する。 

７）年数回アラート委員会を開催し、平時から組織の強化を目的として連携・啓発・実務シ
ミュレーションを行う。 

 

❖副委員長 

１）一社）日本ライオンズアラート委員会 336 複合地区班長(または西日本統括リーダー)を
兼務するのが望ましいが、経験や技能を含め適性があると認める場合はこの限りではな
い。 

２）委員長を補佐し後方支援活動を側面から支える。 

３）任期は上限３年とし再任は妨げない。任期終了後、複合地区アラート委員会アドバイザ
ーを務める。任期は 1年。 

４）被災地区に対して支援プランのサポートや活動におけるパートナー役として活動する。 

 

❖実動委員 

１）準地区のアラート委員長が務め、一社）日本ライオンズアラート委員会 336 複合地区副
班長を兼務するのが望ましいが、経験や技能を含め適性があると認める場合はこの限り
ではない。 

２）任期は上限３年とし再任は妨げない。 

 

❖運営委員  

１）災害時に物資調達・資金管理・経費管理等を行い災害対策本部の運営に重視する。 

２）任期は上限３年とし再任は妨げない。 

 
 

▢活動規定 
 

第一項 災害時における支援内容及び支援・受援体制（複合地区内での災害時） 

１） 被災準地区のレベル判定により、複合地区アラート委員長、ガバナー協議会議長、複合
地区アラート副委員長、実動委員、運営委員を招集し被災地区への複合地区後方支援会
議を開催する。 

※後方支援会議 

・後方支援内容の取り決め 
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・活動資金及び支援に関わる費用予算の取り決め 

・複合地区後方支援対策本部設置の可否 

・本部設置に向けたプラン（場所・条件・費用等）の作成 

・災害規模が複数の地区である場合、被災地区ガバナーを招集し、後方支援プラン策定に
努める。 

２）被災地区の打ち出すレベル判定に基づいて準地区より要請があった場合、一社）日本ラ
イオンズアラート委員会委員長とも連携を図り後方支援を強化する。 

３）支援活動の一環として受援活動も必要に応じて行う。 

４） 複合地区外での被災時、被災複合地区と連携をとり支援プランに基づき後方支援を行う。 

  ※災害レベル：下記等およその被害状況の情報を得て判定 

・家屋倒壊 

・避難所数 

・ボランティアセンター設置日 

・行方不明者数 

  

レベル１（少人数のみに影響を与える緊急事態）クラブ・ゾーン・リジョンで対応 

  レベル２（地域社会に影響を与える緊急事態）準地区又は複合地区で対応 

  レベル３（数千の人々に影響を与える緊急事態）東西エリア又は全日本での対応 

 

５）被災地区への支援アドバイザーとして複合地区副委員長、実動委員を派遣する事が出来
る。          

複合地区緊急援助支援金が必要となる場合はガバナー協議会議長の了承を得て実行する。 

※緊急援助資金委員会を開催（委員長：議長 委員：各地区ガバナー） 

 

係る派遣に必要な旅費交通費は、ガバナー協議会議長の承認を得て複合地区運営費内旅
費交通費から拠出する。 

 

第二項 複合地区後方支援対策本部設置規定及び役割 

１）本部の最高責任者はガバナー協議会議長とし、運営責任者は複合地区アラート委員長と
する。 

２）本部の設置にあたり、場所・条件・備品購入等の取決めは複合地区後方支援会議で取り
決める。 

３）本部の人事は委員会で構成し委員長が運営プランを作成し議長の許可を得て運営する。 

４）支援金の受入れ口座開設に関しては、議長と協議の上必要に応じて開設するが、基本的
に準地区の受入れ口座を主とする。 
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５）災害レベル３以上（ 一社）日本ライオンズアラート委員会・複合地区アラート委員会の
後方支援が必要時）の場合、アラート委員長はガバナー協議会議長の許可を得て一社）
日本ライオンズアラート委員会の後方支援策定会議に参加し、被災地の現状を報告し的
確かつ効果的な後方支援が行えるよう努める。 

６）本部は一社）日本ライオンズアラート委員会からの支援をより効果的にする為に、常に
情報発信し被災地ファーストを心がける。また準地区が申請する LCIF交付金の申請手続
きのアドバイス等を行う。 

７）支援金・物資等は被災地区災害支援対策本部での取りまとめとなるが、複合地区で直接
取り扱う支援に関しては活動終了時委員会にて報告をする。 

８）複合地区緊急援助資金を支出した場合、収支決算報告書を作成し複合地区アラート委員
会内で内容を精査し、ガバナー協議会・役員連絡会議へ報告する事とする。 

  収支決算書作成にあたり監査役を最低 2 名選任する。（例 ガバナー協議会会計・複合地
区監査） 

 

第三項 支援・受援活動における禁止事項 

１）他準地区・他複合地区からの物資及び支援金は災害支援以外の目的に使用してはならな
い。 

２）支援金・物資の協力願いは委員会名以外では要請してはならない。 

 

 
▢啓発活動 

 
第一項 アラート普及活動 

１）336 複合地区内準地区アラート委員会に対し活動理念・規約・組織を浸透させ被災準地
区の活動が円滑に出来る様務める。 

２）複合地区主催のアラートフォーラムを年に一回開催する。 

 

第二項 社会福祉協議会・災害支援団体との提携 

１）準地区と県・市・町・村レベルの災害協定締結を促進させる。 

２）社協だけではなく必要と応じた災害支援団体との災害協定も締結可能とする。 

３）災害協定締結後もお互い密に連絡の取れる関係性を構築するよう促進させる。 

 

第三項 活動内容と予算経費 

１）必要経費はガバナー協議会議長に使用目的を報告し複合地区運営費予算内で実行できる
ものとする。 
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▢緊急援助資金 
 

第一項 実行と報告義務  

１）336 複合地区アラート規定活動規定第一項 4）災害レベル判定に基づき支援プランを作
成し必要に応じて支出する事が出来る。 

２）他複合地区内で発生した災害に対し他複合地区から支援金要請があった場合上限 200 万
円を限度額として支出する。 

３）上記以外に準地区から支援金要請があった時は 100 万円を限度として支出するか、ある
いはクラブ会員の自主的寄付金によって対応する。  

４）全ての支出に関しガバナー協議会議長の承認が必要となる。 

５）それぞれの支出額は複合地区アラート委員会で取りまとめ、ガバナー協議会議長の承認
を持って支出する。 但し、その後のガバナー協議会及び役員連絡会議で報告するもの
とする。 

６）激甚災害指定の災害時は災害規模に応じてガバナー協議会議長と協議のうえ拠出額を要
検討し支出する。 

 

第二項 積立  

１）複合地区緊急援助資金積立が支出により 1000 万円を下まわった場合には次期において
特別会費の徴収を次期ガバナー協議会議長が考慮する。 

 
  ※336複合地区緊急援助資金規定より抜粋 
  2.資金の調達 
     
   (3)「緊急援助資金」が著しく少額になった場合（最低額を 1,000万円として、 
     最低額に不足が出た場合）は、複合地区大会の決議を経て会員に資金の拠 
     出方を要請することができる。 

 

第三項 禁止事項 

１）他の科目への流用は認められない。特別な事由で流用する場合はガバナー協議会の承認
を得るものとする。 

 

第四項 管理 

１）336 複合地区緊急援助資金積立金の支出に関する基準は 336 複合地区アラート委員会活
動規定に追記する。 

２）336複合地区特別会計での口座開設とし管理（入出金・決算）は複合地区会計とする。 
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災害シミュレーション 

一社）日本ライオンズ 
アラート委員会 

災害発生 

現地視察 

災害支援受援活動会議 

被災地区レベル判定 

災害支援対策本部設置 

準地区・複合地区 
アラート委員会 

災害発生 

支援活動会議 
（準地区） 

被災地レベル判定 
（準地区） 

災害支援対策本部設置 
（準地区） 

複合地区 
後方支援会議 

複合地区 
後方支援対策本部設置 



第 104回モントリオール国際大会「336の夕べ」式次第（案） 
         
        日 時：2022 年 6 月 26 日（日）18：00～19：30 
        場 所：Vargas Steakhouse 
        司 会：336 複合地区大会参加委員長 福代 明正 
 
 
1. 開会挨拶             336複合地区ガバナー協議会議長 福永 栄一 
 
2. 乾 杯              336複合地区ガバナー協議会議長 福永 栄一 
 
 
 

＜ご歓談＞ 
※336 次期複合地区ガバナー協議会議長 挨拶              池原 堅    
 
3. ガバナーエレクト紹介                  司会者又は池原 
 市村 通夫 （いちむら みちお）  A地区（鴨島 LC） 
 西尾 愼一 （にしお しんいち）   B地区（鳥取 LC） 
 弓場 秀俊 （ゆみば ひでとし）  C地区（三原 LC） 
 中島  繁  （なかしま しげる）   D 地区（宇部かたばみ LC） 
 

4. 次期第一副地区ガバナー紹介          336-Ａ地区ガバナー 蔵本 守雄 

 山﨑 勝彦  （やまさき かつひこ） A地区（高知 LC）※バーチャル 
 藤井 信英  （ふじい のぶひで）  B地区（岡山みらい LC）※バーチャル 
 三口 巖   （みぐち いわお）    C地区（宮島口）※現地 
 山崎 もとみ（やまさき もとみ）   D 地区（大田 LC）※バーチャル 

 

5. 現ガバナー退任挨拶             336-Ａ地区ガバナー 蔵本 守雄 

 蔵本 守雄  （くらもと もりお）  A地区（高松源平 LC）※現地 
 平山 智雄  （ひらやま ともお）  B地区（津山鶴山 LC）※バーチャル 
 三島 英揮  （みしま ひでき）    C地区（福山東 LC）※バーチャル 
 大野 美雄 （おおの よしお）    D 地区（松江 LC）※バーチャル 

 

6. 閉会挨拶          次期 336複合地区ガバナー協議会議長 池原 堅 



2021-22年度ライオン誌日本語版委員会 
第11回会議 報告書 

 
日　時：2022年6月7日（火）13:30～16:30 
場　所：一般社団法人日本ライオンズ事務所 
出席者：国際理事                           渡部 雅文（岡山県･倉敷西ライオンズクラ

ブ　） 

　　　　国際理事                           永田 賢司（京都洛陽ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員長                               団　 英男（335複合地区／兵庫県･神戸みなとライオンズクラ
ブ　） 

　　　　編集長                               星野 勝美（333複合地区／群馬県･太田ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                   大屋　 保（330複合地区／埼玉県･川越ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                   𠮷原 成昌（331複合地区／北海道･苫小牧ハスカップ ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                     髙堂　 裕（332複合地区／秋田中央ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                     山邉 正重（334複合地区／長野県･上田城南ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                     玉浦　 巖（336複合地区／広島県･三原浮城ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                     吉田 　勲（337複合地区／福岡県･北九州紫水ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　一般社団法人副理事長    古川 　隆（337複合地区議長／福岡くしだライオンズクラ
ブ　） 

　　　　PRマーケティング委員長 

　　　　ITアドバイザー                  荘 英 隆（東京恵比寿ライオンズクラ
ブ　） 

欠席者：国際理事                           川島 正行（茨城県･土浦北ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　国際理事                           藏 　大介（石川県･金沢伏見ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　事務総長                           菅原 雅雄（東京堀留ライオンズクラ
ブ　） 

 
 

◉ 
　 
 
　団委員長の開会あいさつの後、渡部、永田両国際理事、続いて古川副理事長か
らあいさつがあり、団委員長、星野編集長の進行で議事に入った。 

 
　【議事】 

1. ライオン誌日本語版の運営 

●2021年7月～22年4月ライオン誌関係会計報告 
　社団の正味財産増減計算書を資料とし、ライオン誌関連科目を確認し



た。4月にはライオン誌印刷版を発行したので、直接出版費が発生。累計
38,083,333円、予算消化率は83.4%で、年間6回中の5回の発行が完了した時点
で順当である。毎月発行のデジタル版関連費は10回発行完了時点で4,035,984
円、予算消化率は64.8%と、コロナ禍で取材回数が減ったことが影響し費用
が抑えられている。 
●2022-23年度印刷版発行回数 
　前回委員会後に団委員長から社団理事長宛に発信した、ライオン誌印刷
版の紙による発行を年4回とする日本ライオンズ理事会決定の撤回を求める
文書への対応について、古川副理事長から次のような説明があった。 
「社団理事会ではライオン誌委員会が求める印刷版年6回発行分を含めた次
年度予算案が承認されているが、会員減少で社団の財政は厳しい状況にあ
り、経費削減のために印刷版発行も見直しが必要である。次年度はパイロ
ットとして年6回のうち2回をPDFなど他の方法で発行し、その結果によっ
て年6回に戻すという判断もあり得る」 
　この説明を受けて、委員から質問や意見が出され協議した。委員から出
された意見は以下の通り。　 
「委員会では時間をかけて検討した上、22-23年度は6回発行としてその間に
ウェブマガジンの普及に努め、23-24年度から4回発行とすることを決定し
た。これを尊重してほしい」 
「印刷版でなければ読めないという会員も相当数おり、そうした人を置き
去りには出来ない」 
「社団設立前の独立採算だった時は、ライオン誌は国際協会補助金の他に
会員1人当たり50円の特別負担金を徴収し、剰余金を活用しつつ発行するこ
とが可能だった。社団設立時に特別負担金50円が賛助会費80円の中に含ま
れる形になったことで、一方的に縮小を求められるのは納得しがたい」 
「承認された予算の範囲内で次年度委員会が適宜判断し発行すればよい」 
「地区誌をライオン誌と同梱発送している地区の中には、発行回数をライ
オン誌に合わせている地区もある。早めに決定し通知する必要がある」
「紙からデジタルへの移行は不可避なもので、年4回発行として新たな試み
に挑戦してみるのもよい」 
「PDF配布は委員会で検討したことがなく、現時点では全会員に届ける手
段がない。PDFを作るには印刷物の制作と同じ編集経費や労力が必要なた
め、印刷版減少の代替としてはウェブマガジンの充実に注力すべき」 
　協議の結果、今年度委員会としては次年度の印刷版発行回数を年6回とす
る方針を次年度委員会に申し送り、その決定は次年度委員会に委ねること
とした。 



●理事会方針書16章「ライオン誌」B.4.項 
　4月開催の国際理事会で承認された、理事会方針書16章「ライオン誌」
B.4.項にあるライオン誌公式版への補助金に関する文言の変更箇所を確認し
た。 
 

2. 印刷版関係 

●2022年7･8月号（6月20日発行）台割（案） 
 　「国際理事だより：川島、渡部国際理事」、「編集室：団委員長、星野編
集長」。「2022-23年度地区ガバナー紹介」（4ページ）を掲載。予定していた
「2020-21年度LCIF年次報告」、「国際理事会決議事項要約」は日本語訳原
稿の到着が間に合わず掲載出来なかったため、休載予定の「日本ライオンズ
物語」を入れるなど台割を修正し対応した。 

●2022年9･10月号（8月20日発行）台割（案） 
 　新年度最初の発行号として、国際会長ポートレートを表紙とし、「2022-
23年度国際会長テーマ」は要約版（2ページ）を掲載。「モントリオール国際
大会」は大会参加予定者に依頼して写真の提供を受け、国際本部配信の写
真・情報と共に記事をまとめる。「ライオンズ･インフォメーション」の「国
際理事だより」は新国際理事に原稿を依頼し、「GAT情報」「日本ライオン
ズ情報」は休載する。また、7・8月号に入れられなかった「国際理事会決議
事項要約」をこの号に掲載する。 
 

3. ウェブマガジン関係 

●2022年6月号（6月1日更新）出来 
　ウェブマガジン6月号の出来を確認した。 

●2022年7月号（7月1日更新）更新予定（案） 
●2022年8月号（8月1日更新）更新予定（案） 
　7、8月号の主要コンテンツについて、活動概要と取材経費が提出され承認
した。 

 
4. 主要記事予定 

●2021-22年度主要記事予定 
　今年度の印刷版及びウェブマガジンの主要記事予定を確認した。 
 

5. その他 

●ウェブマガジン専門部会 



　団委員長からウェブマガジン・リニューアルのロードマップが提出され、
説明があった。リニューアルは2023年3月完了を目指し、専門部会ではウェブ
マガジンの内容協議、業者との打ち合わせを経てリニューアルの具体案をま
とめ、22年12月までに委員会に答申する。 

　　 
閉会あいさつ　団委員長 
 
 
【次回開催予定】＊新旧合同委員会 

          7月14日（木）14:00～16:00（Zoom）



元国際理事

元国際理事

元国際理事

福永　栄一

ガバナー協議会 　副議長　/C地区　ガバナー 三島　英揮

ガバナー協議会　 副議長　/D地区　ガバナー 大野　美雄

ガバナー協議会　 幹事　　/A地区　ガバナー 蔵本　守雄

ガバナー協議会　 会計　　/B地区　ガバナー 平山　智雄

次期ガバナー協議会　議長 池原　　堅

次期ガバナー協議会/Ａ地区　ガバナーエレクト 市村　通夫

次期ガバナー協議会/Ｂ地区　ガバナーエレクト 西尾　愼一

次期ガバナー協議会/Ｃ地区　ガバナーエレクト 弓場　秀俊

次期ガバナー協議会/Ｄ地区　ガバナーエレクト 中島　　繁

ガバナー協議会　 会計　　/B地区　ガバナー（兼） 平山　智雄

LCIFキャンペーン　100　 副エリアリーダー 大谷　　博

次期336-Ｂ地区　第一副地区ガバナー 藤井　信英

ガバナー協議会事務局運営委員/B地区　幹事 山田　隆嗣

336-B地区　キャビネット会計 福島　正明

次期ガバナー協議会事務局運営委員長 水野　勝則

ガバナー協議会事務局運営委員長 森田安芸彦
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谷野　　徹

藤井　基博

名越　　勉

336複合地区ガバナー協議会 議長 

副委員長

委員長
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